




 要約:これまで、思春期における月経異常が、女性のその後の妊娠分娩産褥にどの様な影

響をもたらすかに関する調査はほとんど行われたことがないと考えられる。この点を 2つ

の方法で調査するアンケート方式による調査を行うべく研究を開始した。2 つの方法とは

1 つは、過去に 10 代に思春期障害で受診した患者のその後の不妊、妊娠、分娩歴に関し

て調査すること。もう 1つは現在分娩直後の患者の過去の思春期時期の異常等につき調査

すること、である。現在アンケート様式、調査方法ガ決定し、今後調査、解析予定である。


